
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路だより  第８13 号 

 令和７年 9 月 22 日(月) 

多治見高校 進路指導部 

 

♫ 進路 NEWS ♫         〈総合型選抜について〉 

年内入試には、大きく書類や面接・小論文等で合否を判定する「総合型選抜」と高等学校長の推薦で

調査書、推薦書や教科試験を加えた「学校推薦型選抜」があります。前者は９月に出願が始まり、１０

月に受験が行われます。例えば、南山大学では今年度より全学部で総合型選抜が実施されます(以下一

部日程掲載)。前期期末考査と重なる時期でもあります。見通しを持った取り組みが大切となります。 

【資格・検定試験活用型】 

学部 出願期間 審査日 合格発表 

外国語学部 ９／１２～１８ １０／１８ １１／４ 

法学部 ９／１～５ ９／２７ １１／４ 

【グループワーク型】 

学部 出願期間 試験日 合格発表 

人文学部心理人間学科（第一次） ９／１～５  ９／２２ 

人文学部心理人間学科（第二次） ９／２３～２９ １０／１８ １１／４ 

(文責：新居) 

 

 

 

３年生はいよいよ進路決定の本番に 
  ８月末、学期が再開されました。３年生は、再開初日、他学年の生徒と同様に課題テストを受け、
翌日、早速、全統記述模試に挑みました。今月中旬にはベネッセ・駿台共通テスト模試が実施され、
これも夏休み中の学習成果を試す良い機会でした。夏休みを充実させられた人は自信が芽生え、力を
試したい気持ちになっていると感じます。夏休みを振り返り反省が多い人は、早く改善しましょう。
ここからが勝負です。10月には３回模試があります。目的意識を明確にして、準備を進めてください。 
３年生の入試の動きについて紹介します。夏休み中、足繫く登校して「志望理由書」の添削を受け

ている生徒が何人もいました。彼らは９月に出願が始まる「総合型選抜」(AO入試)の準備をしている
人たちです。この入試は、受験生の教科学習面プラスαの部分の強みを、書類や小論文、面接、プレ
ゼンテーション等で測る点に特徴があり、１次・２次と２段階で試験が行われることも多い、準備に
大きな労力を要する入試です。彼らは今後、前期期末考査の対策とこの入試の対策とを同時に進めて
いかなければなりません。スケジュールを十分確認し、良い準備を行って本番をむかえたいです。  
短期大学や専門学校を総合型選抜や「学校推薦型選抜」(推薦入試)で受験する人も、今が出願・受験
の時期か、その時期が近づいています。大学の学校推薦型選抜は 11月に出願が始まり、同月中下旬に
選考が行われます。従来から行われている一般選抜(一般入試)は１月下旬に始まります。入試は近年
一層多様化しており、希望進路の実現のためには関連情報の収集が不可欠です。 
９月は「大学入学共通テスト」(共通テスト、共テ)出願の時期でもあります。３年生は現在、出願

の準備を進めていますが、今回受験する令和８年１月の共通テストは、これまでのものと幾つかの点
で変更があります。大きな変更点は、出願方法が受験者本人による Web 方式となったことです。これ
までと比べ、受験者本人が行わなければならない手続きが増えました（『受験案内』のダウンロード
入手、出願を行うための受験者「マイページ」の作成、等）。今後、注意深く出願手続きを進めていき
ますが、保護者の方には、お子様のサポートをよろしくお願いします。 
今夏は、猛暑や大雨、農林水産物の不作不漁等の異常気象、交通インフラの疲弊、国際政治・国内

政治の現状などに少なからぬ不安を覚える日々でした。本当に変化の激しい時代です。「生きる力」 
を磨くことの大切さを改めて強く感じる今日この頃です。   （文責：石田） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(文責：) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♫ 探究の窓 ♫         志望理由書と小論と･･･(３年生探究) 

３年生の探究は小論文からスタートしました。小論文は推薦入試だけではなく、一般入試でも用いら

れます。論理的思考力・表現力は面接にも必要であるだけではなく、問題に取り組む上でも大切な力で

す。問題を解く上で大事な類推力のもとでもあります。 

志望理由書を作成するために今年度利用しているのが、ベネッセの「志望理由書ナビ」です。AIとや

り取りをしながら材料を集め、添削を経て完成させます(「一般入試だからいらない」という人もいます

が、大丈夫ですか。一般入試でも志望理由書の提出が必要な大学もありますよ)。材料集めに「壁打ちル

ーム」を使用します。AIがどんどん広げてくれます。10回まで使用できるので、総合型入試で早く書か

なければならない人にも、有効利用ができます。大学も AI の利用を警戒していて、AI が作成したと思

われる志望理由書は受け付けないと宣言するところもありますが、安心してください。添削後の志望理

由書を確認するのは教員です。その志望理由書を学校に提出するのが 10月２日(木)です。 

そこから後期探究に入ります。後期の探究は①「情報Ⅰ」問題演習、②「小論文・面接」練習、③課

題探究の 3つに分かれます。「情報Ⅰ」は今年から共通テストに加わりました。１年生で受講した科目の

ためブランクはありますが、昨年度の３年生には 70 点を超える人もいました。取り組みで大きな差が

出てきます。現２年生も同様にブランクはありますが、あなた方次第です。現１年生は２年次に「情報

Ⅰ」を履修するので記憶の新しいまま取り組むことができるでしょう。昨年度の３年生の中には「情報

Ⅰ」を避けて共テを受けたために科目数が足らず、受験のチャンスを逃してしまった人がいます。そん

なことがないよう可能性は広げておくことが大切です。時はどんどん過ぎてゆきます。後悔しないよう

自分の可能性に向かって１歩１歩進んでいきましょう！               （文責：谷口） 

 

♫ 学年の窓 ♫         合格へのステップ 

 9月は卒業生と語る会や前期期末考査がありますが、今後も探究の中間発表や学部学科講座、模試な

ど進路行事が目白押しです。ぼーっとしているとあっという間に 3年生になってしまいますよ！ 

  

      

 

 

①ＯＣや資料などで情報収集する。 

②書く、見るなど自分に合った勉強法を 

見つける。 

③志望校の受験方式を調べる。 

④部活動や探究、生徒会など、高校生活 

における自分の強みを持ち、継続する。 

 

卒業生の皆さんから得た合格 

の秘訣です。今すぐ行動に移 

しましょう！ 

 

（文責：水野） 

 

高２の今！やるべきこと 

～先輩たちからの教え～ 

11 月 1 日（土）進研模試に向けて 

  

7 月の模試結果を分析すると、国数英 3 教科全

てに共通することは、「基礎知識が身についてい

ない！」ということです。単語や文法などは、

何度も何度も復習することが大切。「スキマ時

間」を有効活用し、まずは毎日の勉強時間を増や

しましょう。 

 「志望校が E 判定だった…」と落ち込む必要

はありません。模試は自分の苦手分野を知る機

会！模試を活用して、自分の苦手を一つ一つ潰し

ていきましょう！ 

今月は２年生！ 


